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ハイライト 

 

◇6 月の市況概況 ※7 月の統計データは 8 月末に更新されるため、次号にて掲載予定 

○原油は、生産量 1,800 万トン(横ばい)、輸入量は 2,900 万トン(前月比 400 万トン減)。輸入量が 

３カ月連続で減少し、3,000 万トンを下回った。 

○石油精製品(ディーゼル燃料・ガソリン・ケロシン・燃料油)は、燃料油の輸出量が 100 万トン増加。 

○製油所稼働率は、国営石油会社が 73％(前月比で＋2.8 ポイント増加)であるのに対して、地方製油所

は 47％(前月比 4.3 ポイント下落)と 3 月以降下落が続いている。 

◇7 月の主な業界動向 

○グリーン化 (環境対応) の進展：➀水素トラックの量産・実証、②3000 台規模の商用化、③燃料電池

システムや水素供給網等を一体化したエコシステムの構築が進んでおり、商用車分野での脱炭素化を実

装段階へ引き上げる動きが見て取れる。また、廃タイヤの資源化、地熱とバイオガスを組み合わせた工業蒸

気供給、全チェーングリーン低炭素の大型石化プロジェクト、グリーンメタノール対応等、製造・エネルギー・

物流の各領域で環境負荷低減と収益化を両立する取り組みが加速している。 

○企業の生産・技術革新：水素業界からの航空業界への参入や、ディーゼル燃料から LNG への転換等、

企業が既存のビジネスモデルからの転換を図っている。 

○第三国市場展開：中国のグリーンアンモニアが試験段階を超え、韓国向けの単一ロット世界最大級の商

業輸出として国際市場に供給される等、技術の実証から大規模な海外商業展開へと移行したことが示さ

れている。さらに、国外での新たな顧客開拓や長期契約の動きも見られ、中国企業が海外での販売網と

認証取得を通じて、グリーン燃料分野における国際市場への進出を加速させている。 

その他の業界動向を含め、詳細を P.4 以降に掲載しております。 

 

※このレポートは、JPEC・中国事務所等の情報をもとに一般財団法人日中経済協会により作成されたもので

す。
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